
平成１５年８月２５日 

各 位 

太陽生命保険株式会社 

大同生命保険株式会社 

Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社 

 

 
平成１４年度決算におけるＴ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社の 

ソルベンシー・マージン比率の訂正について 

 

 

Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社（社長 水山修）は、平成１５年５月２

２日発表の「平成１４年度決算（案）のお知らせ」において公表いたしました平成

１４年度末のソルベンシー・マージン比率に誤りがありましたので、別紙のとおり

訂正いたします。健全性の基準に係る重要な数値の訂正であり、関係各位に多大な

ご迷惑をおかけしたことをお詫び申しあげます。 

 

あわせて、太陽生命保険株式会社（社長 吉池正博）及び大同生命保険株式会社

（社長 宮戸直輝）は、平成１５年５月２２日発表の「平成１４年度決算補足資料」

における平成１４年度末の子会社等のソルベンシー・マージン比率を訂正いたしま

す。 

 なお、太陽生命保険株式会社及び大同生命保険株式会社のソルベンシー・マージ

ン比率の訂正はございません。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

この件に関するご照会は次にお願いします。 

Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社 

    広 報 室  伊藤 隆之  TEL 03-3593-8100 

太陽生命保険株式会社 

    広 報 室  長嶺 秀一  TEL 03-3231-8634 

大同生命保険株式会社 

    広 報 課  垣本 英彦  TEL 03-3281-1148 

    大阪広報課  市村 秀史  TEL 06-6447-6258 

 



 
１．訂正箇所 

 

「平成１４年度決算（案）のお知らせ」及び「平成１４年度決算補足資料」 

会社名 資料・項目 頁 

Ｔ＆Ｄフィナンシャル生

命 

11．ソルベンシー・マージン比率 
平成14年度末 

１８ 

太陽生命 平成１４年度決算補足資料 

11．ソルベンシー・マージン比率 
（子会社等である保険会社の保険金等の支払能力の充実の状

況） 
（子会社等の名称：Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社） 

当連結会計年度（平成15年３月31日現在） 

補４７ 

大同生命 平成１４年度決算補足資料 

10．ソルベンシー・マージン比率 
（子会社等である保険会社の保険金等の支払能力の充実の状

況） 
（子会社等の名称：Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社） 

平成14年度末 

５０ 

 

２．訂正内容 

（単位：百万円） 

項     目 誤 正 

ソルベンシー・マージン総額             （Ａ） 26,815 26,815 

 資本の部合計 23,891 23,891 

 価格変動準備金 101 101 

 危険準備金 174 174 

 一般貸倒引当金 355 355 

 その他有価証券の評価差額×90％（マイナスの場合100％） 641 641 

 土地含み損益×85％（マイナスの場合100％） 9 9 

 負債性資本調達手段等       －       － 

 控除項目       －       － 

 その他 1,641 1,641 

リスクの合計額      R +(R +R ) R2
2 3

2
1 4+      （Ｂ） 5,191 5,197 

 保険リスク相当額    R1
 3,788 3,788 

 予定利率リスク相当額  R2
 477 477 

 資産運用リスク相当額  R3
 2,756 2,764 

 経営管理リスク相当額  R4 210 210 

ソルベンシー・マージン比率 

   ( )A
（／２）×（Ｂ）

×１００
1

 1,033.0％ 1,031.9％ 

（注）１．上記は、保険業法施行規則第86条、第87条、第161条、第162条及び第190条、平成８年大蔵省告示第50号の 

     規定に基づいて算出しております。 

   ２．｢資本の部合計｣は、貸借対照表の｢資本の部合計｣から､その他有価証券評価差額金を控除した額を記載して 

     おります。 

 



 

３．訂正理由 

 リスクの合計額中、「資産運用リスク相当額」における「価格変動等リスク相当額」

「信用リスク相当額」「デリバティブ取引リスク相当額」の計算について誤りがあった

ため、以下の訂正をいたします。 

 

 投資信託において、組入れられた資産を区分し当該投資信託のリスク対象額を算出

するに当たり、投資信託１銘柄につき組入れ額の算定に誤りがあり、正当な組入れ額

及び資産区分に基づき、「価格変動リスク相当額」「信用リスク相当額」「デリバティ

ブ取引相当額」を訂正いたします。この結果、「資産運用リスク相当額」を２，７５６

百万円から２，７６４百万円（８百万円増加）に、訂正いたします。 

 

以 上 

 


